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FOMCを受けての日米株式・リート市場
米国の来年の利下げを一段と織り込む展開

1/1

2023年12月14日

利下げ開始時期の議論があったとパウエルFRB議長が発言

FRB（米国連邦準備制度理事会）は12月12～13日（現地、以下同様）に開催したFOMC（米国連邦公開

市場委員会）で、政策金利であるFF（フェデラル・ファンド）金利の誘導目標レンジの据え置きを決定し

ました。四半期ごとに公表されるFOMC参加者の見通しでは、2023年から2025年にかけてのインフレ率

やFF金利が総じて引き下げられました。インフレ抑制に成功しつつあるので今後は金融引き締めを解除

（＝利下げ）していく、とFRBは考えているようです。

13日の米国株式市場は、FOMCの結果発表後から上昇しました。ハト派的であった声明文や四半期見通

しに加え、利下げ開始時期に関する議論があったとパウエルFRB議長が記者会見で述べたことで金利が急

低下し、株式市場でも利下げの織り込みが進みました。今後は景気の減速度合いを見極めつつ、FRBの適

切な政策運営に期待する相場展開が続きそうです。日本の株式市場にとっても米国株の堅調さがプラス材

料になりそうです。ただし、日米金利差縮小による円高には多少注意が必要でしょう。

13日の米国リート市場は、大幅に上昇しました。10月までは金利上昇が強く悪材料視されていただけに、

金利の急低下が大きな買い材料になったようです。今後も金利が低下方向にあると考えられる点は、米国

リートの利回り面での魅力回復につながりそうです。日本のリート市場は、国内金利の上昇余地を考慮し

ても利回り面での優位性が大きく、また米国リート市場の反発も支援材料となりそうです。
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